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熊本市障がい者自立支援協議会 

  

 



熊本市障がい者自立支援協議会のイメージ 

本会議 （年4回：5月/8月/11月/2月） 

委託相談支援事業者の中立性・公平性の
確保のための処遇方策のあり方の協議 

困難事例への対応のあり方の協議 

地域の関係機関によるネットワークの  
構築等 

地域の社会資源の点検及び開発 

各部会の進捗管理・評価（検証） 
各種施策への提案 
提案の施策への反映状況調査 

障害福祉計画策定時の意見聴取 当事者意見の積極的聴取 

就労部会 子ども部会 

運営会議（正副会長・各部会長会議） 

（年４回：本会議１ヶ月前） 

精神障がい者 
地域移行支援部会 

相談支援部会 
※くらし部会を統合 

「難病」、「発達障がい」等制度の谷間にある方に対する課題等についても各部会で取り扱う  

専門部会 （毎月） 

【
本
会
議
の
機
能
】 

○進捗状況の報告 

○困難事例の報告 

○地域的課題の提起（抽出） 

○検討結果の報告  など 

○進捗状況の管理・評価 

○困難事例の共有・検討 

○地域的課題の対応策の検討依頼 

○検討結果の報告内容の 
 協議・承認      など              



【部会の構成】 H30年度 取り組み・課題 部会参加者 

子ども部会 

・ミニ研修 
・事例検討 
・余暇支援マップ更新 

相談支援事業所 
児童系サービス事業所 
熊本県看護協会 
当事者団体・親の会 
子ども発達支援センター など 

就労部会 

・ミニ研修 
・就労フェア開催 
・給与、工賃向上のための取組（商品開発、共同受注） 
・熊本市障がい者サポート企業・団体の啓発 
・しごといく（vol.7）作成 
・当事者視点のふくしのしおり、ネットラジオ作成 

就労系サービス事業所 
相談支援事業所 
学校、企業 
障害者職業センター 
当事者団体・親の会 など 

相談支援部会 

・全体研修、事例検討 
・地域生活支援拠点の検討 
・ガイドラインアンケートの検証 
・法改正に伴う運用検討 

委託･指定相談支援事業所 など 

精神障がい者 
地域移行支援部会 

・地域移行支援基礎研修、事例検討などの全体研修 
・高齢介護事業所や指定相談支援事業所との意見交換会 
・地域相談支援マニュアル作成準備 

精神科病院 
委託相談支援事業所 
各区保健子ども課 など 
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                                            平成３０年５月１８日 

熊本市障がい者自立支援協議会資料 

 

 

平成３０年度 第１回 熊本市障がい者自立支援協議会 

子ども部会報告 

 

1．前年度（平成２９年度）の部会の取り組みについて 

  前年度は、余暇活動支援マップの更新作業を行ったのをはじめ、「ミニ研修」では、 

・７月に養護施設（慈愛園子供ホーム）、乳児院（熊本乳児院）より「養護施設及び乳児院における

障がい児等の現状と課題について」の講話 

・９月に熊本市教育委員会総合支援課より「移行支援シート運用の実際と巡回相談員の役割につ

いての説明 

・１月に元江津湖療育センター障がい児地域療育コーディネーター、地域療育部長で子ども部会長

をされていた尾道幸子氏より講話をお願いした。 

 

２．今年度の部会運営について 

  ・昨年度の事例検討で抽出された課題や、新たに検討事例として挙がったものを整理し、本会議に

提案、市施策へ反映されるようまとめていきたい。（予定表は別表のとおり） 

 

⑴ ミニ研修（年４回程度） 

 ・新制度の枠組みの中で、熊本市で新たに始まったサービス等を展開している事業所や、

学校の関係者にお話を伺ったり、説明をしていただく。 

 

⑵ 事例検討（２ヶ月に１回程度） 

 ・毎回の部会で事例検討を希望する事業所がないかを確認していく。 

・以前に検討された課題のその後の進展など振り返りを行う。 

 

⑶ 余暇支援マップの更新 

 ・震災の影響もまだ残っている。建物の被害によりカリキュラムが変わったり、それ以外

にも休業日や開始時間が変わる場合もあるかもしれないので、年度初めに手分けして内容

を確認、更新していく。 

 

⑷ その他 

 ・自立支援協議会本会議後の直近の部会で本会議に出た内容を本会議出席者より紹介し、 

共有する。 
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いずれかで、 

湧心館高校で今年 

から始まった通級 
支援の取り組みに 

ついてお話を伺う 

 

平成３０年度 第１回熊本市障がい者自立支援協議会 

子ども部会 スケジュール 

 

毎月 

第 2水曜日 

15:30～17:00 

内 容 

ミニ研修 

事例検討 

毎回の部会でその都

度確認する。 

その他 

４月 
  年間計画 

５月 
施設プラグについて   

６月 

 ・介護ヘルパー事業所

の現状について 

・事例検討 

★本会議報告 

余暇支援マップ更新 

７月 
 

 

  

８月 
   

 

事例検討  

９月 
    ★本会議報告 

１０月 
 事例検討  

１１月 
公立幼稚園の通級支援
「あゆみの教室」につい
て(予定:総合支援課) 

  

１２月 
 事例検討 ★本会議報告 

１月 
   

２月 
 事例検討  

３月 
  ★本会議報告 

 



平成３０年５月１８日 

平成３０年度 第１回熊本市障がい者自立支援協議会 就労部会報告 

 

昨年度の取組について 

平成 29 年度は、「企業就労班」、「福祉就労班」、「当事者対話班」、「Ｂｅ助っ人班」の４班

に別れ、それぞれに掲げた目標を達成するために作業に取り組んできました。各班同士連携をとり

ながら、それぞれに目標を達成し成果を出しています（昨年度の報告参照）。また、就労部会全体

としては、各班が協力し「就労フェアーこの街ではたらくー」を開催し、障がい者雇用の促進や福

祉事業所の連携等を図る研修会や福祉事業所展示会等を実施しております。今年度は以下の通り、

班を再編成し取り組んでいくこととなっています。 

 

今年度の取組について 

【目標】 参加しやすくなじみやすい就労部会。参加者同士の連携をさらに深める 

 

【部会全体の取組】 

・就労フェアの開催（１１月下旬から１２月上旬に開催予定） 

・ミニ研修の開催とグループワーク（毎月） 

・本会議と就労部会をリンクさせるため、運営委員会や就労部会で本会議のことを報告する 

・初めて参加の方の自己紹介  

・参加者の情報交換と情報共有 

 

【各班の取組】※添付している「平成３０年度・就労部会 班構成」を参照 

・当 事 者 対 話 班 ：当事者会メンバーが主体となり、就労や生活・余暇について考える 

・Ｂ ｅ 助 っ 人 班 ：就労部会の活性化を図るための活動ならびに情報発信 

・企 業 就 労 班：一般企業への就労の可能性を広げる取り組みと啓発活動 

・研 修 班：部会参加者や外部の方と連携しながらの研修会開催、事例検討 

・事業所ネットワーク班：福祉事業所や関係機関の連携を深めるための活動、ツールづくり 

・工賃向上うるおい班：福祉事業所のより良い仕事作り、給与・工賃向上に向けた取り組み 



運営委員会での取組 

 ・部会長、副部会長、各班のリーダー、サブリーダー、事務局で構成 

 ・部会の活動内容を具体化し、方向性を決める 

 ・部会の中で吸い上げた参加者の意見やリーダーの意向等を協議し（検討）審議（決定）する 

 

年間スケジュール 

 ４月     班分け、リーダーとサブリーダーの選任、班の目標と作業内容の検討 

 ５月～９月  各班作業・中間報告 

 １１月    就労フェア開催（各班の成果を発表する機会） 

 １２月～３月 作業の継続または新たな作業開始 ＋ 次年度についての検討 

 

 ※開催月によってミニ研修を実施（年１１回） 

  

タイムスケジュール（第１木曜日・午後３時から５時／１２０分） 

 開会 

 

 部会長挨拶 

ミニ研修（３０分）→ グループでの意見交換（１０分） 

 各班作業（６０分）→ 各班報告（１０分） 

 情報交換・共有 ＋ 初参加の方のご紹介（１０分） 

 

 事務局からお知らせ 

 副部会長総評 

 

 閉会 

 



平成３０年度 就労部会 班構成 
当事者対話班 

•当事者と支
援者が様々
な共に考え、
協同作業に
取り組む 

 

•ネットラジオ、
当事者視点
の福祉のし
おり作成 

 

•様々な障が
い種別の当
事者参加を
増やす 

研修班 

•参加者自身
のスキルアッ
プや市民に
向けた研修
等を企画す
る 

 

•ミニ研修 

 

•就労フェア 

 

•企業見学 

 

•事例検討（全
体でのケー
ス検討） 

就労促進班 

•企業就労を
促進するた
めのツール
の作成や啓
発活動に取
り組む 

 

• 「しごといくＶ
ｏｌ．７」の作
成 

 

•障がい者サ
ポート企業・
団体とのつ
ながりを深め
る取り組み 

事業所ネット
ワーク班 

•福祉事業所
間の連携を
深めるため
の協同作業
を行う 

 

•販売会 

 

•防災マニュア
ルの作成 

 

•新しい事業
所さんのフォ
ローアップ
（相談） 

給与工賃向上
うるおい班 

•福祉事業所
の給与や工
賃を向上さ
せる仕組を
考える 

 

•商品の共同
開発や役務
等の共同受
注の仕組み
づくり 

 

•事業所の売
り上げにつな
がる活動 

Ｂｅ助っ人班 

•各班のサ
ポートをしな
がら、必要な
ヒトに、必要
な情報を届
ける活動に
取り組む 

 

•就労部会の
広報活動（Ｈ
Ｐの更新、チ
ラシの作成） 

 

•就労につい
ての課題意
識を共有で
きるアンケー
ト等の実施 

当事者対話班が、当事者の視点で、各班の活動についてフィードバックを行う 



平成 30 年度「相談支援部会」年間計画表 

 

□全体目標 

・障がいを持つ方の支援を行う中で見えてくる生活ニーズを明らかにし、その中にある課

題の集約や整理を行うと共に、改善策等を検討し、障がいを持つ方がより安心して地域で

生活できる環境を整備していく。 

・地域の障がいを持つ方を支援する相談支援専門員が抱える課題を集約・整理し、改善を

行っていく。また、相談支援専門員のスキルアップと共にお互いに支えあえるフォローア

ップ体制を整えていく。 

・平成 30 年度に行われた法改正に伴う運用について、相談支援の実情等を照らしながら障

がい保健福祉課と協働しそれらの検討を行う。 

 

□部会開催日時 

・原則第 3 水曜日の 15：30～17：30。 

・運営委員を部会開催前の 15：00～15：20 で行い、進捗状況の確認や今後の進め方につい

て共有を図る。 

 

□相談支援部会構成図 

 

 

 

 

・部会長1名 

・副部会長2名 

事例検討班 

13名 

ガイドライン班 

13名 

新規事業所フォ
ローアップ班 

16名 

拠点整備班 

12名 

法改正に伴う運
用検討班 

10名 

運営委員会 

各班より2～3名 

障がい保健福祉課 障がい保健福祉課 障がい保健福祉課 

区役所担当者 



□各班における年間計画と進捗状況等 

【事例検討班】 

→年間目標として「事例に対してじっくり検証を行いながらチーム支援に繋げる」を掲げ、

事例検討を企画予定。 

【ガイドライン班】 

→昨年度末に実施したガイドラインの内容についてのアンケート結果を検証しそれをまと

めた上で、行政に検証結果に基づいた内容の説明を依頼する。また、昨年度行ったモニタ

リング変更届後の検証を行う。 

【新規事業所フォローアップ班】 

→概ね事業開始 1 年半以内の相談支援事業所の方と、それにアドバイスを行えるベテラン

相談支援専門員で編成。座談会形式を用いて互いの情報交換をすることで日々の業務に繋

げていく。 

【拠点整備班】ＮＥＷ！ 

→平成32年度までに整備予定の地域生活支援拠点整備について検討を進める。まずは地

域支援員の委託を受けている中央区をモデルにサービス状況を確認する。また、緊急時

の受け入れ先になりうる短期入所事業所やグループホーム等へのアンケートを実施し

状況確認を行う。 

 

【法改正に伴う運用検討班】ＮＥＷ！ 

→平成 30 年度からの法改正に伴う運用を検討する。サービス提供事業所から相談支援事業

所へ提出する予定の報告書様式の作成や、モニタリング標準期間における見直しに関する

部分を主に検討を開始予定。 

 

【各班年間計画】 

 事例検討班 ガイドライン

班 

新規事業所フ

ォローアップ

班 

拠点整備班 法改正に伴

う運用検討

班 

研修予定 

4月 ファシリテータ

ー研修 

年間計画検討 年間計画作成

等 

・各区ごと

にサービス

状 況 を 確

認、整理 

・ショート

ステイ事業

所等にアン

ケートの実

施 

・芦北の拠

点整備につ

いて研修 

目標決め ファシリテ

ーター研修 

5月 ＧＳＶ研修 アンケート結

果の検証 

計 画 相 談 概

念・基本相談、

手順、手続き

について 

サービス提

供事業所か

らの報告書

様式作成 

ＧＳＶ研修 

6月 事例検討に必要

な基礎知識の共

有 

  〃 担当者会議・

モニタリング

のポイント 

   〃  

7月 事 例検討 準 備

（各事業所より

事例提出） 

  〃 障害ごとのア

セスメントの

視点 

モニタリン

グ 報 告 書 

様式作成（素

案作り） 

 

※アンケート実施 



8月 事例検討準備 アンケート結

果の検証後、

ガイドライン

の内容、位置

づけを検討 

社会資源につ

いて 

   〃  

9月     〃 検証結果を元

にガイドライ

ンの説明を行

政に依頼 

 モニタリン

グ標準期間

について 

・委託相談

支援事業所

と指定特定

相談支援事

業所の役割

に つ い て

（仮題） 

・重心関係

研修関係研

修 

・事例検討 

10月 事例検討 行政より検証

結果に基づい

たガイドライ

ンの説明 

  

11月 事例検討 モニタリング

の検証（変更

届提出から半

年経過しての

実際の状況確

認） 

  

12月 事例検討    〃    

1月 全体での事例検

討 

   〃    

2月 振り返り 今年度まとめ    

3月 年度まとめ 振り返り、次

年度予定確認 

   

 

※アンケート実施 



平成 30年 5月 18日 

 

平成 30年度 第 1回熊本市障がい者自立支援協議会 

精神障がい者地域移行支援部会 報告 

 

【平成 29年度の取り組み】 

 昨年度は、長期入院精神障がい者への意向調査の結果を踏まえ、地域移行支援制度の啓発に向け

たツールとして、退院支援のポスター及びリーフレットを作成した。作成にあたり作業班を設置し、

部会メンバーの意見を参考に、わかりやすい文言を使い、馴染みのある熊本弁によるマンガ形式の

説明にすることで、制度を知らない入院患者にも理解し、受け入れてもらえるよう工夫をした。 

 また、積極的にピアサポーターを活用する病院が増え、ピアサポーターが定期的に院内プログラ

ムに参加し、入院患者との交流の中でピアサポート活動を行ったり、個別支援を通して退院への意

欲喚起のきっかけを作ることができた。 

 部会メンバーに対しても、定期的に研修会を開催し、地域移行支援のポイントや他圏域の取り組

みを学ぶとともに、熊本市における障がい者の相談支援体制やサービス、委託・指定の相談支援事

業所の業務について理解促進を図った。 

 区毎の取り組みでは、熊本県と合同で開催した地域移行支援研修会において、ロードマップの進

捗を確認し、今後の活動の共有を図っていった。 

 

【平成 30年度の事業計画】 

初回の部会では、参加者から所属機関の紹介を行ってもらい、お互いを知る機会を設けた。また

事業説明と年間計画の確認を行った。今後は以下の内容を実施予定。 

 

◇ 退院支援ポスターの掲示及びリーフレット配布後の効果確認 

 4 月から各病院にポスターの掲示をお願いしており、年度後半にポスターを見た入院患者からの

問い合わせ件数を報告してもらい、取りまとめを行う。また地域移行支援の説明等にリーフレット

を積極的に活用してもらう。 

 

◇ 指定一般相談支援事業所、高齢介護関係機関との交流 

 指定一般相談支援事業所や高齢介護関係機関に対して、地域移行支援について理解を深める機会

を作るとともに、グループワーク等による意見交換を行い、情報の共有と連携を図っていく。 

 

◇ 全体研修の企画・実施 

 地域移行支援の基礎研修や事例検討、法改正や報酬改定、新サービス等に関する情報提供を行う

など、部会メンバーの知識の習得・支援スキルの向上に取り組んでいく。また、県地域移行支援研

修およびファシリテーター研修を通して人材を育成していく。 

 

◇ 区毎の地域移行支援への取組みと進捗報告 

昨年度と同様に区毎に作成したロードマップに基づき、地域移行支援の一層の推進と、進捗状況

の共有・報告を行う。また、各区から積極的に個別給付の申請を挙げてもらい、地域相談支援マニ

ュアルの作成のための準備を図っていく。 



備考

4月 （事務局会議）

5/8
・自立支援協議会
　（5/18）

 6/12

7/10

8/14
・自立支援協議会
　（8/17）

9/11

10/9

11/13
・自立支援協議会
　（11/30）

12/11

1/8

2/12
・自立支援協議会
　（2/15）

3/12

平成30年度 精神障がい者地域移行支援部会　年間計画

開催日　 　：　原則　第2火曜　9時30分～11時30分
開催場所　：　ウェルパルくまもと　１階　大会議室

参加機関　：　精神科病院、障がい者相談支援センター、関係団体、
　　　　　　　　 各区役所保健子ども課及び福祉課、こころの健康センター、精神保健福祉室

内容

・自己紹介及び病院・施設紹介
・事業説明

　【全体研修】
　
　　・地域移行の必要性に関する基礎研修
　　　（ピアサポートに関する研修も含む）
　　・報酬改定・新サービス等に関する情報提供
　　・法改正に関する情報提供（措置患者の支援等）
　　・ファシリテーター研修
　　・地域相談支援の事例報告
　　・居住支援に関する情報提供
　　・事例検討

  【連携のための意見交換会等】
　
　　・一般相談支援事業所との意見交換
　　・高齢介護事業所との意見交換

　【その他の取り組み】

　　・地域相談支援のマニュアル作成準備
　　・ポスター・リーフレットの効果確認
　　・区毎の取り組みの進捗報告

　※熊本県地域移行支援研修会がある月は、部会は開催なし。

※詳細の内容については、部会参加者の意見を聴取しながら進める。
※毎回、終了後に事務局を実施。

・次年度計画・目標の確認


